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ガイドの見方
本クイックスタートガイドで使用する記号とその内容について説明します。

略称について
本クイックスタートガイドでは，次の略称を使用しています。

記号 内容 例

知っておく必要のある内容を記載
しています。

CPUユニットの「ERR.」LED が赤色点滅，マスタ・ロー
カルユニットの「ERR.」LED が赤色点灯する場合があり
ますが，この段階では問題ありません。
パラメータを書き込むと消灯します。

参照マニュアルや詳細を記載して
いるページを紹介しています。

GX Works2 のインストールについては，以下のマニュア
ルを参照してください。

GX Works2 インストール手順書：BCN-
P5704

用語の説明を記載しています。
マスタ局：ネットワーク全体を制御する局です。すべて

の局とサイクリック伝送およびトランジェン
ト伝送ができます。1 ネットワークに 1 台の
み存在します。

作業を行う上で必ず注意すること
を記載しています。

フォーマットを行うと，CPUユニットにすでに書き込ま
れているプログラムやパラメータは消えてしまいます。
必要なデータは PC読出してプロジェクト保存するなどし
てください。

[ ]
メニューバーのメニュー名
（[ ] → [ ] はドロップダウンメ
ニューを示します。）

メニュー [ プロジェクト ] → [ プロジェクトの新規作成 ]

画面のボタン ボタン

略称 内容

マスタ・ローカルユニット 「CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニット」の略称
です。

ヘッドユニット 「CC-Link IE フィールドネットワークヘッドユニット」の略称です。

Point

参考

用語
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はじめに
本クイックスタートガイドは，CC-Link IE フィールドネットワークを初めて使用する場合の基本的な
導入手順をわかりやすく説明しています。
これ 1冊で CC-Link IE フィールドネットワークの使い方を簡単に理解できます。

参考

●使用上の注意事項
安全に使用するために，CPU ユニットおよびマスタ・ローカルユニット，ヘッドユニットの
ユーザーズマニュアルの「安全上のご注意」をよく読んだ上で，使用してください。

本クイックスタートガイドは，「5〈2〉システムを構築する」（P.11），または「6〈2〉システ
ムを構築する」(P.29) に示すシステム構成での操作を前提としています。
実際にシステムを設計／運用する場合には，以下のページで紹介しているマニュアルを必ず
お読みください。

関連マニュアル（p.5）

CC-Link IEフィールド
ネットワークで何が
できるの？ 

・CC-Link IEフィールドネットワークの概要を説明します。
・CC-Link IEフィールドネットワークのメリットや特長を
　説明します。 

マスタ局とローカル
局で交信するには？ ・必要な機材，システム構築などを説明します。

・マスタ局とローカル局のパラメータ設定を説明します。
・プログラムの作成と動作確認の手順を説明します。 

・必要な機材，システム構築などを説明します。
・マスタ局とインテリジェントデバイス局のパラメータ設定
　を説明します。
・プログラムの作成と動作確認の手順を説明します。 

マスタ局とインテリ
ジェントデバイス局で
交信するには？ 

CC-Link IE フィールドネットワークでできること（p.6）

CC-Link IE フィールドネットワークを使ってみよう
（マスタ局とローカル局の交信）（p.9）

CC-Link IE フィールドネットワークを使ってみよう（マ
スタ局とインテリジェントデバイス局の交信）（p.27）
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関連マニュアル
本クイックスタートガイドでは，CC-Link IE フィールドネットワークの基本的な導入手順を紹介して
います。必要に応じて以下に記載するマニュアルを参照してください。
マニュアルは，MELFANSweb からダウンロードできます。

■ CC-Link IE フィールドネットワークについて詳しく知りたいとき

■ CPU ユニットについて詳しく知りたいとき

■ プログラミングについて知りたいとき

■ プログラミングツール（ソフトウェア）について知りたいとき

■ MELSEC-L シリーズマスタ・ローカルユニットを使うとき

●MELSEC-Q CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニットユーザーズマニュアル
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080916

マスタ・ローカルユニットの仕様，運転までの手順，システム構成，設置と配線，設定，
機能，プログラミング，トラブルシューティングについて記載しています。

●MELSEC-L CC-Link IE フィールドネットワークヘッドユニットユーザーズマニュアル . . . . . . . SH-080918
ヘッドユニットの仕様，運転までの手順，システム構成，設置と配線，設定，トラブル
シューティングについて記載しています。

●QCPUユーザーズマニュアル（ハードウェア設計・保守点検編） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080472
CPU ユニット，電源ユニット，ベースユニットの仕様や設置，保守点検方法などを説明し
ています。

●QnUCPU ユーザーズマニュアル（機能解説・プログラム基礎編） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080802
CPU ユニットの機能，プログラミングに必要な基礎知識であるデバイスやパラメータなど
について説明しています。

●MELSEC-Q/L プログラミングマニュアル（共通命令編） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080804
プログラムで使用する命令について説明しています。

●GX Works2 Version 1 オペレーティングマニュアル（共通編 ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080730
GX Works2 のシステム構成や，パラメータ設定，オンライン機能の操作方法など，シンプ
ルプロジェクトと構造化プロジェクトに共通な機能について記載しています。

●MELSEC-L CC-Link IE フィールドネットワークマスタ・ローカルユニットユーザーズマニュアル
 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080971

マスタ・ローカルユニットの仕様，運転までの手順，システム構成，設置と配線，設定，
機能，プログラミング，トラブルシューティングについて記載しています。
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CC-Link IE フィールドネットワークでできる
こと
CC-Link IE フィールドネットワークは，Ethernet(1000BASE-T) を使用した高速かつ大容量なオープンフィー
ルドネットワークです。

■ 高速通信でタクトタイムを短縮
1Gbps の通信速度により，フィールド機器の高速制御，設備間の高速連携を実現し，タクトタイムを
短縮します。CC-Link IE フィールドネットワークだけで，コントローラ分散制御，I/O 制御，安全制御
まで行えます。
データ交信方式には，定期交信（サイクリック伝送）と不定期交信（トランジェント伝送）がありま
す。

■サイクリック伝送
同一ネットワークの局間で，定期的にデータ交信を行います。データ交信には，リンクデバイス
（RX，RY，RWr，RWw）を使います。

■トランジェント伝送
交信要求のタイミングでデータ交信できます。

マスタ局CPUユニット

X

Y

W

RX

RY

RWr
RWw

ローカル局 CPUユニット

Y

X

W

RY

RX

RWw
RWr

RX

RY

RWr
RWw

RX

RY

RWr
RWw

インテリジェント
デバイス局

インテリジェント
デバイス局

マスタ局 ローカル局

スイッチングハブ

インテリジェント 
デバイス局

インテリジェント 
デバイス局

1Gbps

指令
命令

デバイス

1234H

デバイス

1234H

CPUユニット CPUユニットマスタ局 ローカル局

インテリジェント
デバイス局

書込み要求
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■ システムの配置に合わせた柔軟な配線
ネットワークの接続形態は，システムの配置に合わせてスター接続，ライン接続，リング接続が選択
できます。（スター接続とライン接続の混在も可能です。）
制御盤間はスター接続，ライン内はライン接続といった柔軟なネットワークが構築できます。空ポー
トにケーブルをつなぐだけの簡単配線で，より自由にフィールド機器を設置できます。
スター接続，リング接続の場合は，異常局発生時に正常な局のみでデータリンクを継続できます。

スター接続

ライン接続

リング接続

空ポートにケーブルをつなぐだけで，
すぐフィールド機器が使用できる！

※リング接続は，スター接続またはライン接続との
　混在できません。
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■ ネットワークの状態を画面上で簡単に確認
GX Works2 の CC-Link IE フィールドネットワーク診断で，ネットワーク全体の状態が一目でわかりま
す。異常箇所や異常原因がすぐに特定できるので，ダウンタイムを短縮できます。
また，他局の状態をモニタすることもできます。

回線トラブル発生！

GX Works２

USB

PULL

PULL

POWER

特定できるから，便利だな…
トラブル発生箇所をすぐに

異常をすぐに
確認できる
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CC-Link IE フィールドネットワークを使って
みよう（マスタ局とローカル局の交信）

CC-Link IE フィールドネットワークで，マスタ局とローカル局の交信をする場合は，以下の手順で行
います。

〈1〉作業を行う前に（P.10）
必要な機材を準備します。

〈2〉システムを構築する（P.11）
準備したユニットを装着し，システムを構築します。

〈3〉マスタ局とローカル局を接続する（P.13）
マスタ局とローカル局を Ethernet ケーブルで接続します。

〈4〉マスタ局のプロジェクトを作成する（P.14）
マスタ・ローカルユニットをマスタ局として使用できるように設定します。
ローカル局との交信に必要なパラメータや，リンクデバイスと CPUユニット
のデバイス間で行うデータ転送の範囲（リフレッシュ範囲）を設定し，プログ
ラムを作成します。

〈5〉ローカル局のプロジェクトを作成する（P.21）
マスタ・ローカルユニットをローカル局として使用できるように設定します。
マスタ局との交信に必要なパラメータや，リンクデバイスと CPU ユニットの
デバイス間で行うデータ転送の範囲（リフレッシュ範囲）を設定し，プログラ
ムを作成します。

〈6〉動作を確認する（P.25）
プログラムを実行し，GX Works2 のモニタ機能で動作を確認します。
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〈1〉作業を行う前に 
必要な機材を準備します。

＊ 1 あらかじめ，パソコンにGX Works2 をインストールしておいてください。

Point

マスタ局，ローカル局には，シリアル No. の上 5 桁が “12012” 以降のユニバーサルモデル
QCPUを使用します。
また，GX Works2 は Version 1.25B 以降を使用します。

参考

GX Works2 のインストールについては，以下のマニュアルを参照してください。
GX Works2 インストール手順書：BCN-P5704

④Ethernetケーブル

カテゴリ5e以上,
（二重シールド付・STP）
ストレートケーブル
RJ-45コネクタ

⑤パソコン ⑥GX Works2

各ユニットについては

Windows  パソコン

③USBケーブル②ローカル局①マスタ局

次ページにて説明
各ユニットについては
次ページにて説明

USB miniBタイプ

インストール*1
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〈2〉システムを構築する

1) システム構成例
本クイックスタートガイドでは，以下のシステム構成を例に挙げて説明します。
この例では，マスタ局とローカル局は同じユニットで構成します。

No. 名称 形名 説明

① ベースユニット Q33B
電源ユニット，CPUユニット，マ
スタ・ローカルユニットなどを装
着するユニットです。

② 電源ユニット Q61P
CPU ユニット，マスタ・ローカル
ユニットなど各ユニットに電気を
供給するユニットです。

③ CPUユニット Q04UDHCPU シーケンサの制御を統括するユ
ニットです。

④ マスタ・ローカルユニット QJ71GF11-T2

シーケンサを CC-Link IE フィール
ドネットワークに接続するための
ユニットです。
マスタ局またはローカル局として
使用できます。

⑤
接続ケーブル
（USB ケーブル）

MR-J3USBCBL3M
(USB A タイプ -USB miniB タイプ )

GX Works2 をインストールしたパ
ソコンと，マスタ局の CPUユ
ニットまたはローカル局の CPU
ユニットを接続します。

⑥
接続ケーブル
（Ethernet ケーブル）

1000BASE-T の規格を満たす
Ethernet ケーブル：
カテゴリ 5e 以上，（二重シールド
付・STP）ストレートケーブル，
RJ-45 コネクタ

CC-Link IE フィールドネットワー
クのユニットを接続するケーブル
です。

用語

マスタ局　 ：ネットワーク全体を制御する局です。すべての局とサイクリック伝送お
よびトランジェント伝送（専用命令やGX Works2 からの要求時に他局と
行う交信）ができます。1 ネットワークに 1 台のみ存在します。

ローカル局 ：マスタ局および他ローカル局と，サイクリック伝送とトランジェント伝
送を行う局です。CPU ユニットなど自らプログラムによって制御します。

マスタ局（局番0） ローカル局（局番1）

⑤

①
②
③

④

①
②
③

④

必要に応じてマスタ局，またはローカル局の CPU ユニットに接続します。

⑥

＊電源ユニットへの配線は省略しています。
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2) ユニットの装着と配線を行う
「1) システム構成例」（P.11 ）のようにユニットを装着します。

1. マスタ局を構築する

2. ローカル局を構築する

Point

CPU ユニットの「ERR.」LED が赤色点滅，マスタ・ローカルユニットの「ERR.」LED が赤色
点灯する場合がありますが，この段階では問題ありません。
パラメータを書き込むと消灯します。

①各ユニットをベース
　ユニットに装着する

②電源ユニットの配線を行う

③CPUユニットをSTOP状態にして電源を投入する

④電源が正常であることを確認する
　・電源ユニット「POWER」LEDが緑色点灯
　・CPUユニット「MODE」LEDが緑色点灯

⑤確認後，いったん電源を切る

①各ユニットをベース
　ユニットに装着する

②電源ユニットの配線を行う

③CPUユニットをSTOP状態にして電源を投入する

④電源が正常であることを確認する
　・電源ユニット「POWER」LEDが緑色点灯
　・CPUユニット「MODE」LEDが緑色点灯

⑤確認後，いったん電源を切る
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〈3〉マスタ局とローカル局を接続する
マスタ局とローカル局を Ethernet ケーブルで接続します。
マスタ局とローカル局の電源がOFF していることを確認してから作業してください。

操作手順

1. コネクタの向きに注意して，マスタ局のマスタ・ローカルユニットに Ethernet
ケーブルのコネクタをカチッと音がするまで押し込む

2. コネクタの向きに注意して，ローカル局のマスタ・ローカルユニットに
Ethernet ケーブルのコネクタをカチッと音がするまで押し込む

3. マスタ局とローカル局の電源をON にする

4. Ethernet ケーブルを接続したポートの「LINK」 
LED が緑色に点灯しているか確認する
マスタ局，ローカル局をそれぞれ確認します。

1. 2.

マスタ局 ローカル局
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〈4〉マスタ局のプロジェクトを作成する
マスタ局のパラメータを設定し，プログラムを作成します。

1) リンクデバイスの割付け
マスタ局のリンクデバイスを以下のように割り付けて，ローカル局と交信します。

リンクデバイス RX，RY を使うことにより，マスタ局の出力がローカル局の入力として転送されます。
　 CPUユニットの Yの状態が，マスタ局の RY に転送されます。
　 マスタ局の RY の状態が，ローカル局の RXに転送されます。
　 ローカル局の RX の状態が，CPU ユニットの Xに転送されます。
RWr，RWwを使う場合もマスタ局の出力がローカル局の入力として転送されます。（図 ´～ ´）
リンクデバイス RX，RY を使うことにより，ローカル局の出力がマスタ局の入力として転送されます。
　 CPUユニットの Yの状態が，ローカル局の RY に転送されます。
　 ローカル局の RY の状態が，マスタ局の RXに転送されます。
　 マスタ局の RXの状態が，CPUユニットの Xに転送されます。
RWr，RWwを使う場合もローカル局の出力がマスタ局の入力として転送されます。（図 ´～ ´）

用語

リンクデバイス　： CC-Link IEフィールドネットワークのユニットが内部に持っているデバイ
スです。RX，RY はビット単位の情報を，RWr，RWwは 16 ビット単位（1
ワード）の情報を扱います。

ネットワークNo.1

マスタ局
（局番0）

ローカル局
（局番1）

Y RY RY Y

W RWw RWw W

0000
局番1への
送信範囲

局番1からの
受信範囲

001F

CPUユニット
X

マスタ局
RX

ローカル局
RX

0000

001F

1000

101F

1000

101F

1000

■RWr，RWwの割付け

101F

1000

101F

0000

001F

0000

001F

0000

001F

0000

001F

0000

001F

1000

101F

1000

101F

0000

001F

0000

001F

0000

001F

■RX，RYの割付け

CPUユニット
X

CPUユニット
W

マスタ局
RWr

ローカル局
RWｒ

CPUユニット
W

局番1からの
受信範囲

局番1への
送信範囲

局番1への
送信範囲

局番0への
送信範囲

局番0への
送信範囲

局番0からの
受信範囲

局番0からの
受信範囲

局番1からの
受信範囲

局番1からの
受信範囲

局番0からの
受信範囲

局番0からの
受信範囲

局番1への
送信範囲

局番0への
送信範囲

局番0への
送信範囲

′

′

′

′′

′
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2) パラメータを設定する
プロジェクトを作成し，マスタ局のパラメータを設定します。

操作手順

1. プロジェクトを作成する
① [スタート ]→ [すべてのプログラム ]→ [MELSOFT
アプリケーション ]→ [GX Works2] → [GX Works2]
を選択

起動後，GX Works2 のメイン画面が表示されます。

② メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトの新規
作成 ] を選択

③ QCPU（Qモード）を選択

④ 使用するQCPU を選択 ( ここではQ04UDH)

⑤ ボタンをクリック

プロジェクトのツリーと回路画面が表示されます。

2. マスタ局のパラメータを設定する
以下を設定し，マスタ・ローカルユニットをマスタ局
として動作させます。
 ・ネットワーク種別，先頭 I/O No.，ネットワーク
No.，接続するスレーブ局（子局）の数，モード

 ・ローカル局のリンクデバイスの範囲
 ・リンクデバイスのリフレッシュ範囲

① プロジェクトのツリーから [ パラメータ ] → [ ネッ
トワークパラメータ ] → [Ethernet/CC IE/
MELSECNET] をダブルクリック

「ネットワークパラメータ Ethernet/CC IE/
MELSECNET 枚数設定」画面が表示されます。

② ユニット 1のパラメータを以下のように設定

③ をクリック

④

⑤

③

プロジェクトのツリー
回路画面

③
②
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「ネットワークパラメータ CC IE Field ネットワー
ク構成設定 ユニット No.:1」画面が表示されます。

④ 局番 1 の局種別とリンクデバイスの範囲を以下の
ように設定

⑤ ボタンをクリック

「ネットワークパラメータ Ethernet/CC IE/
MELSECNET 枚数設定」画面に戻り，

 の文字の色が赤から青に変
化します。

⑥  をクリック

　 「ネットワークパラメータ CC IE Field リフレッシュ
パラメータ ユニット No.:1」画面が表示されます。

⑦ リンクデバイスのリフレッシュ範囲と，CPU ユ
ニットの割付けを以下のように設定

⑧ ボタンをクリック

「ネットワークパラメータ Ethernet/CC IE/
MELSECNET 枚数設定」画面に戻り，

 の文字の色が赤から青に変
化します。

⑨「ネットワークパラメータ Ethernet/CC IE/
MELSECNET 枚数設定」画面の  ボタン
をクリック

これで，マスタ局のパラメータの設定が完了しま
した。

⑤

④

用語

SB( リンク特殊リレー )：
CC-Link IE フィールドネットワークのユ
ニット動作状態，データリンク状態を示
すビット単位の情報です。
SB の ON/OFF をモニタすることで，デー
タリンク状態が確認できます。

SW( リンク特殊レジスタ )：
CC-Link IE フィールドネットワークのユ
ニット動作状態，データリンク状態を示
す 16 ビット（1 ワード）単位の情報です。
SWの数値をモニタすることで，異常箇所
および原因を調べることができます。

⑧

⑦
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3) プログラムを作成する
以下のプログラムを作成します。
特殊リレー SM412（1秒クロック）で 0.5 秒ごとに Y1000 の ON/OFF を切り替えます。
1秒ごとにW0の値を 1ずつプラスします。

操作手順
① プログラムを入力

② メニュー [ 変換／コンパイル ] → [ 変換 ] を選択

変換を実施すると入力した回路が整えられ，完了する
と画面のグレー表示が白色になります。

③ メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトの名前
を付けて保存 ] を選択

「プロジェクトの名前を付けて保存」画面が表示さ
れます。

④ 保存する場所を選択

⑤ ファイル名，タイトルを入力

⑥ ボタンをクリック

⑦ ボタンをクリック

プロジェクトが保存されます。

⑤

④

⑥
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4) CPU ユニットにパラメータとプログラムを書き込む
マスタ局の CPUユニットに接続し，パラメータとプログラムを書き込みます。CPUユニットは STOP
状態にしておきます。

操作手順

1. パソコンとマスタ局の CPU ユニット
を USB ケーブルで接続する

2. GX Works2 とシーケンサの接続を設
定する

① [接続先 ] をクリック

② 接続先データ名をダブルクリック

「接続先設定」画面が表示されます。

③ ボタンをクリック

④ ボタンをクリック

⑤ ボタンをクリック

正常に接続した場合は接続完了の画面が表示され
ます。

⑥ ボタンをクリック

⑦「接続先設定」画面の ボタンをクリック

これで，接続設定が完了しました。

パソコン マスタ局 ローカル局

USBケーブル

②

①
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3. CPU ユニットをフォーマットする

① メニュー [ オンライン ] → [PC メモリ操作 ] → [PC
メモリフォーマット ] を選択

「PCメモリフォーマット」画面が表示されます。

② 対象メモリの中から「プログラムメモリ」を選択

③ ボタンをクリック

④ ボタンをクリック

⑤ ボタンをクリック

これで，CPU ユニットのフォーマットが完了しま
した。

 ボタンをクリックして，「PC メモリ
フォーマット」画面を閉じます。

4. パラメータとプログラムを書き込む
① メニュー [ オンライン ] → [PC 書込 ] を選択

「オンラインデータ操作」画面が表示されます。

② ボタンをクリック

③ ボタンをクリック

Point

手順⑤の後に以下の画面が表示される場
合は，USB ドライバが正しくインストー
ルされているか，または正しい接続ケー
ブル（USB ケーブル）を使用しているか
を確認してください。
USB ドライバのインストール方法につい
ては以下を参照してください。

GX Works2 Version 1 オペレーティン
グマニュアル（共通編 )：SH-080730

フォーマットを行うと，CPU ユニットに
すでに書き込まれているプログラムやパ
ラメータは消えてしまいます。必要な
データはPC読出してプロジェクト保存す
るなどしてください。

②

③

②

③
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④ PC書込が終了したら「PC書込」画面の
ボタンをクリック

⑤「オンラインデータ操作」画面の ボタン
をクリック

⑥ CPU ユニットのスイッチを 1秒以上「RESET」側に
倒し，「ERR.」LEDが点滅してから消灯するのを確認

⑦ CPU ユニットのスイッチから手を離す
スイッチが自動で「STOP」の位置に戻ります。

⑧ メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトの上書
き保存 ] を選択

⑨ メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトを閉じ
る ] を選択

⑩ ボタンをクリック
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〈5〉ローカル局のプロジェクトを作成する
ローカル局のパラメータを設定し，プログラムを作成します。

1) パラメータを設定する
プロジェクトを作成し，ローカル局のパラメータを設定します。

操作手順

1. プロジェクトを作成する
① メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトの新規
作成 ] を選択

② QCPU（Qモード）を選択

③ 使用するQCPU を選択 ( ここではQ04UDH)

④ ボタンをクリック

⑤ [プロジェクト ] をクリック

プロジェクトのツリーが表示されます。

2. ローカル局のパラメータを設定する
以下を設定し，マスタ・ローカルユニットをローカル
局として動作させます。
 ・ネットワーク種別，先頭 I/O No.，ネットワーク
No.，局番，モード

 ・リンクデバイスのリフレッシュ範囲

① プロジェクトのツリーから [ パラメータ ] → [ ネッ
トワークパラメータ ] → [Ethernet/CC IE/
MELSECNET] をダブルクリック

「ネットワークパラメータ Ethernet/CC IE/
MELSECNET 枚数設定」画面が表示されます。

② ユニット 1のパラメータを以下のように設定

③ をクリック

「ネットワークパラメータ CC IE Fieldリフレッシュ
パラメータ ユニット No.:1」画面が表示されます。

③

④

②

③

②
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④ リンクデバイスのリフレッシュ範囲と，CPU ユ
ニットの割付けを以下のように設定

⑤ ボタンをクリック

「ネットワークパラメータ Ethernet/CC IE/
MELSECNET 枚数設定」画面に戻り，

の文字の色が赤から青に変
化します。

⑥「ネットワークパラメータ Ethernet/CC IE/
MELSECNET 枚数設定」画面の ボタン
をクリック

これで，ローカル局のパラメータの設定が完了し
ました。

2) プログラムを作成する
ローカル局のプロジェクトで以下のプログラムを作成します。

マスタ局の Y1000 の状態を X1000 で受信し，M1000 の ON/OFF を切り替えます。
マスタ局のW0の状態をW1000 で受信し，その値をD1000 に格納します。

操作手順
① プログラムを入力

② メニュー [ 変換／コンパイル ] → [ 変換 ] を選択

変換を実施すると入力した回路が整えられ，完了する
と画面のグレー表示が白色になります。

③ メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトの名前
を付けて保存 ] を選択

「プロジェクトの名前を付けて保存」画面が表示さ
れます。

⑤

④
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④ 保存する場所を選択

⑤ ファイル名，タイトルを入力

⑥ ボタンをクリック

⑦ ボタンをクリック

プロジェクトが保存されます。

3) CPU ユニットにパラメータとプログラムを書き込む
ローカル局の CPU ユニットに接続し，パラメータを書き込みます。CPU ユニットは STOP 状態にし
ておきます。

操作手順

1. パソコンとローカル局の CPUユニッ
トをUSB ケーブルで接続する

2. GX Works2 とシーケンサの接続，
CPUユニットのフォーマット，CPU
ユニットへのパラメータとプログラ
ムの書込みを行う

⑤

④

⑥

パソコン

USBケーブル

マスタ局 ローカル局

参考

手順はマスタ局の場合と同様です。
「〈4〉マスタ局のプロジェクトを作成
する」の「4) CPU ユニットにパラメー
タとプログラムを書き込む」（P.18）

Point

パラメータを書き込んでから，CPU ユニットをリ
セットすると，設定した局番に応じてマスタ・
ローカルユニットの「ST.NO.」LED が点灯します。
ただし，マスタ局（局番 0）は点灯しません。

局番1の場合



24

4) ネットワークの状態を確認する
マスタ局とローカル局が正常にデータリンクしていることを，GX Works2 で確認します。

操作手順

1. パソコンとマスタ局の CPU ユニット
を USB ケーブルで接続する

2. マスタ局のプロジェクトを開く
① メニュー［プロジェクト］→［プロジェクトを開
く］を選択
「プロジェクトを開く」画面が表示されます。

② マスタ局のプロジェクトを選択

③ ボタンをクリック

マスタ局のプロジェクトが開きます。

3. 「CC IE Field 診断」画面を表示する
①メニュー［診断］→［CC IE Field 診断］を選択

「CC IE Field 診断」画面が表示されます。
「ネットワーク状態」に ， ， ， が表示
されていなければ，正常にデータリンクできてい
ます。

② ネットワークの状態を確認後， ボタンを
クリック

パソコン マスタ局 ローカル局

USBケーブル

②

③

Point

， ， ， が表示されている場合は，異常
が発生しています。詳細は，以下を参照してくだ
さい。

「便利な機能（CC-Link IE フィールド
ネットワーク診断）」（P.48）
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〈6〉動作を確認する
GX Works2 のモニタ機能で動作を確認します。

1) データ交信の流れ
マスタ局とローカル局のプログラム間で，以下のようにデータ交信します。
マスタ局の Y1000 の ON/OFF にともない，ローカル局の X1000 の ON/OFF が切り替わります。
マスタ局のW0が 1ずつ増えるごとに，ローカル局のW1000 の値が 1ずつ増えます。

2) CPU ユニットに書き込んだプログラムを実行する
マスタ局とローカル局のそれぞれで CPU ユニットを RUN状態にします。

操作手順
1. CPU ユニットのスイッチを「RUN」
側に倒す

CPU ユニットの「RUN」LED が点灯し，プログラ
ムが実行されます。

SM412

CPUユニット CPUユニットマスタ局

マスタ局（局番0） ローカル局（局番1）

［INCP W0 ］

（Y1000

RWw0

RY0000）
X1000

SM400
［MOV W1000 D1000 ］

（Y1000 ）

ローカル局

RWr0

RX00001

2
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3) GX Works2 で動作を確認する
パソコンをローカル局の CPUユニットに接続して，プログラムの動作を確認します。

操作手順

1. ローカル局のプログラム表示画面を
モニタモードにする

① メニュー [ オンライン ] → [ モニタ ] → [ モニタ開
始（全ウィンドウ）] を選択

2. 動作を確認する
① X1000 が点滅していることを確認します。

② W1000の値が 1秒ごとに1ずつプラスされている
ことを確認します。

パソコン

USBケーブル

マスタ局 ローカル局

②

①
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CC-Link IE フィールドネットワークを使って
みよう（マスタ局とインテリジェントデバイ
ス局の交信）

CC-Link IE フィールドネットワークで，マスタ局とインテリジェントデバイス局の交信をする場合は，
以下の手順で行います。
ここでは，インテリジェントデバイス局にヘッドユニットを使用します。

〈1〉作業を行う前に（P.28）
必要な機材を準備します。

〈2〉システムを構築する（P.29）
準備したユニットを装着し，システムを構築します。

〈3〉マスタ局とインテリジェントデバイス局を接続する（P.32）
マスタ局とインテリジェントデバイス局を Ethernet ケーブルで接続します。

〈4〉マスタ局のプロジェクトを作成する（P.33）
マスタ・ローカルユニットをマスタ局として使用できるように設定します。
インテリジェントデバイス局との交信に必要なパラメータや，リンクデバイス
と CPU ユニットのデバイス間で行うデータ転送の範囲（リフレッシュ範囲）
を設定し，プログラムを作成します。

〈5〉インテリジェントデバイス局のプロジェクトを作成する（P.40）
インテリジェントデバイス局に CC-Link IE フィールドネットワークのパラメー
タを設定します。

〈6〉動作を確認する（P.46）
プログラムを実行し，動作を確認します。
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〈1〉作業を行う前に 
必要な機材を準備します。

＊ 1 あらかじめ，パソコンにGX Works2 をインストールしておいてください。

Point

マスタ局には，シリアルNo. の上 5 桁が “12012” 以降のユニバーサルモデルQCPUを使用し
ます。
また，GX Works2 は Version 1.25B 以降を使用します。

参考

GX Works2 のインストールについては，以下のマニュアルを参照してください。
GX Works2 インストール手順書：BCN-P5704

④Ethernetケーブル

カテゴリ5e以上,
（二重シールド付・STP）
ストレートケーブル
RJ-45コネクタ

⑤パソコン ⑥GX Works2

各ユニットについては

Windows  パソコン

③USBケーブル②インテリジェント
デバイス局

①マスタ局

次ページにて説明
各ユニットについては
次ページにて説明

USB miniBタイプ

インストール*1
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〈2〉システムを構築する

1) システム構成例
本クイックスタートガイドでは，以下のシステム構成を例に挙げて説明します。

No. 名称 形名 説明

① ベースユニット Q33B
電源ユニット，CPUユニット，マ
スタ・ローカルニットなどを装着
するユニットです。

② 電源ユニット Q61P
CPU ユニット，マスタ・ローカル
ユニットなど各ユニットに電気を
供給するユニットです。

③ CPUユニット Q04UDHCPU シーケンサの制御を統括するユ
ニットです。

④ マスタ・ローカルユニット QJ71GF11-T2

シーケンサを CC-Link IE フィール
ドネットワークに接続するための
ユニットです。
マスタ局またはローカル局として
使用できます。

⑤
接続ケーブル
（USB ケーブル）

MR-J3USBCBL3M
(USB A タイプ -USB miniB タイプ )

GX Works2 をインストールしたパ
ソコンと CPUユニットまたは
ヘッドユニットを接続します。

⑥ 電源ユニット L61P
ヘッドユニット，入出力ユニット
など各ユニットに電気を供給する
ユニットです。

⑦ ヘッドユニット LJ72GF15-T2

MELSEC-L シリーズの入出力ユ
ニットおよびインテリジェント機
能ユニットを CC-Link IE フィール
ドネットワークに接続するための
ユニットです。

⑧ 出力ユニット LY41NT1P MELSEC-L シリーズの出力ユニッ
トです。

⑨ ENDカバー L6EC
MELSEC-L シリーズの最終端ユ
ニットの右側に装着するカバーで
す。

マスタ局（局番0） インテリジェントデバイス局（局番1）

⑤必要に応じてマスタ局の CPU ユニット，またはインテリジェントデバイス局
　のヘッドユニットに接続します。

⑩

① ⑥
⑦

⑧
⑨

⑪ ⑫

②
③

④

＊電源ユニットへの配線は省略しています。
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⑩
接続ケーブル
（Ethernet ケーブル）

1000BASE-T の規格を満たす
Ethernet ケーブル：
カテゴリ 5e 以上，（二重シールド
付・STP）ストレートケーブル，
RJ-45 コネクタ

CC-Link IE フィールドネットワー
クのユニットを接続するケーブル
です。

⑪ DIN レール

（JIS C 2812）
・TH35-7.5Fe
・TH35-7.5Al
・TH35-15Fe

MELSEC-L シリーズのシーケンサ
システムを取り付けて固定する
レールです。

⑫ DIN レール止め金具 － DIN レールに装着できる止め金具
を使用してください。

用語

マスタ局
　：ネットワーク全体を制御する局です。すべての局とサイクリック伝送およびトランジェ
ント伝送（専用命令や GX Works2 からの要求時に他局と行う交信）ができます。1 ネッ
トワークに 1 台のみ存在します。

インテリジェントデバイス局
　：マスタ局に，ビット単位の入出力信号とワード単位の入出力データをサイクリック伝送
する局です。トランジェント伝送も可能です。他局からのトランジェント伝送（要求）
に対して応答を返します。また，他局へトランジェント伝送（要求）を発行します。

No. 名称 形名 説明
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2) ユニットの装着と配線を行う
「1) システム構成例」（P.29）のようにユニットを装着します。

1. マスタ局を構築する

2. インテリジェントデバイス局を構築する

Point

CPU ユニットの「ERR.」LED が赤色点滅，マスタ・ローカルユニットおよびヘッドユニット
の「ERR.」LED が赤色点灯する場合がありますが，この段階では問題ありません。
パラメータを書き込むと消灯します。

①各ユニットをベース
　ユニットに装着する

②電源ユニットの配線を行う

③CPUユニットをSTOP状態にして電源を投入する

④電源が正常であることを確認する
　・電源ユニット「POWER」LEDが緑色点灯
　・CPUユニット「MODE」LEDが緑色点灯

⑤確認後，いったん電源を切る

 

スイッチを
「STOP」の位置
にしておく

①各ユニットを装着し，
　DINレールに装着する

②電源ユニットの配線
　を行う

⑤確認後，いったん電源を切る

④電源が正常であることを確認する
　・電源ユニット「POWER」LEDが緑色点灯
　・ヘッドユニット「RUN」LEDが緑色点滅，
　 「REM.」LEDと「MODE」LEDが緑色点灯

③ヘッドユニットをSTOP
　状態にして電源を投入
　する
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〈3〉マスタ局とインテリジェントデバイス局を接続する
マスタ局とインテリジェントデバイス局を Ethernet ケーブルで接続します。
マスタ局とインテリジェントデバイス局の電源がOFF していることを確認してから作業してくださ
い。

操作手順

1. コネクタの向きに注意して，マスタ・ローカルユニットに Ethernet ケーブルの
コネクタをカチッと音がするまで押し込む

2. コネクタの向きに注意して，ヘッドユニットに Ethernet ケーブルのコネクタを
カチッと音がするまで押し込む

3. マスタ局とインテリジェントデバイス局の電源をON にする

4. Ethernet ケーブルを接続したポートの「LINK」 
LED が緑色に点灯しているか確認する
マスタ局，インテリジェントデバイス局をそれぞれ確認しま
す。

1.
1. 2.

マスタ局 インテリジェントデバイス局
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〈4〉マスタ局のプロジェクトを作成する
マスタ局のパラメータを設定し，プログラムを作成します。

1) リンクデバイスの割付け
ここでは，マスタ局のリンクデバイスを以下のように割り付けて，インテリジェントデバイス局と交
信します。

マスタ局の CPUユニットの状態を，リンクデバイス RY を使用してインテリジェントデバイス局の出
力ユニットに転送します。（図 ～ ）
　 CPU ユニットの Yの状態が，マスタ局の RY に転送されます。
　 マスタ局の RY の状態が，ヘッドユニットの RY に転送されます。
　 ヘッドユニットの RY の状態が，出力ユニットの Yに転送されます。

用語

リンクデバイス ： CC-Link IEフィールドネットワークのユニットが内部に持っているデバイ
スです。RX，RY はビット単位の情報を，RWr，RWwは 16 ビット単位（1
ワード）の情報を扱います。

Y

X

1000

101F

CPUユニット

〈未使用〉

LY41NT1P
への送信範囲

〈未使用〉

LY41NT1P
への送信範囲

RY

RX

0000

001F

マスタ局

RY

RX

0000

001F

ヘッドユニット

〈未使用〉

LY41NT1P
への送信範囲

先頭入出力番号
0000H

Y
0000

001F

出力ユニット

・ヘッドユニットには，出力ユニットだけを接続しているため，X，RXは未使用です。

マスタ局
（局番0）

ネットワークNo.1

インテリジェント
デバイス局（局番1）
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2) パラメータを設定する
プロジェクトを作成し，マスタ局のパラメータを設定します。

操作手順

1. プロジェクトを作成する
① [スタート ]→ [すべてのプログラム ]→ [MELSOFT
アプリケーション ]→ [GX Works2] → [GX Works2]
を選択

起動後，GX Works2 のメイン画面が表示されます。

② メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトの新規
作成 ] を選択

③ QCPU（Qモード）を選択

④ 使用するQCPU を選択 ( ここではQ04UDH)

⑤ ボタンをクリック

プロジェクトのツリーと回路画面が表示されます。

2. マスタ局のパラメータを設定する
以下を設定し，マスタ・ローカルユニットをマスタ局
として動作させます。
 ・ネットワーク種別，先頭 I/O No.，ネットワーク
No.，接続するスレーブ局（子局）の数，モード

 ・インテリジェントデバイス局のリンクデバイス
の範囲

 ・リンクデバイスのリフレッシュ範囲

① プロジェクトのツリーから [ パラメータ ] → [ ネッ
トワークパラメータ ] → [Ethernet/CC IE/
MELSECNET] をダブルクリック

「ネットワークパラメータ Ethernet/CC IE/
MELSECNET 枚数設定」画面が表示されます。

② ユニット 1のパラメータを以下のように設定

③ をクリック

③

⑤

④

プロジェクトのツリー
回路画面

③
②
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「ネットワークパラメータ CC IE Field ネットワー
ク構成設定 ユニット No.:1」画面が表示されます。

④ 局番 1 の局種別とリンクデバイスの範囲を以下の
ように設定

⑤ ボタンをクリック

「ネットワークパラメータ Ethernet/CC IE/
MELSECNET 枚数設定」画面に戻り，

の文字の色が赤から青に変
化します。

⑥ をクリック

「ネットワークパラメータ CC IE Field リフレッ
シュパラメータ ユニット No.:1」画面が表示されま
す。

⑦ リンクデバイスのリフレッシュ範囲と，CPU ユ
ニットの割付けを以下のように設定

⑧ ボタンをクリック

「ネットワークパラメータ Ethernet/CC IE/
MELSECNET 枚数設定」画面に戻り，

の文字の色が赤から青に変
化します。

⑨「ネットワークパラメータ Ethernet/CC IE/
MELSECNET 枚数設定」画面の ボタン
をクリック

これで，マスタ局のパラメータの設定が完了しま
した。

⑤

④

用語

SB( リンク特殊リレー )：
CC-Link IE フィールドネットワークのユ
ニット動作状態，データリンク状態を示す
ビット単位の情報です。
SB の ON/OFF をモニタすることで，デー
タリンク状態が確認できます。

SW( リンク特殊レジスタ )：
CC-Link IE フィールドネットワークのユ
ニット動作状態，データリンク状態を示す
16 ビット（1 ワード）単位の情報です。
SW の数値をモニタすることで，異常箇所
および原因を調べることができます。

⑧

⑦
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3) プログラムを作成する
以下のプログラムを作成します。
特殊リレー SM400（常時 ON）を使って，Y1000 を ONします。
特殊リレー SM412（1 秒クロック）を使い，0.5 秒ごとに Y101F の ON/OFF を切り替えます。

操作手順
① プログラムを入力

② メニュー [ 変換／コンパイル ] → [ 変換 ] を選択

変換を実施すると入力した回路が整えられ，完了す
ると画面のグレー表示が白色になります。

③ メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトの名前
を付けて保存 ] を選択

「プロジェクトの名前を付けて保存」画面が表示さ
れます。

④ 保存する場所を選択

⑤ ファイル名，タイトルを入力

⑥ ボタンをクリック

⑦ ボタンをクリック

プロジェクトが保存されます。

⑤

④

⑥
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4) CPU ユニットにパラメータとプログラムを書き込む
マスタ局の CPUユニットに接続し，パラメータを書き込みます。CPUユニットは STOP 状態にして
おきます。

操作手順

1. パソコンとマスタ局の CPUユニット
をUSB ケーブルで接続する

2. GX Works2 とシーケンサの接続を設
定する

①「接続先」をクリック

② 接続先データ名をダブルクリック

「接続先設定」画面が表示されます。

③ ボタンをクリック

④ ボタンをクリック

⑤ ボタンをクリック

正常に接続した場合は接続完了の画面が表示され
ます。

⑥ ボタンをクリック

⑦「接続先設定」画面の ボタンをクリック

これで，接続設定が完了しました。

パソコン

USBケーブル

マスタ局 インテリジェントデバイス局

②

①
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3. CPU ユニットをフォーマットする

① メニュー [ オンライン ] → [PC メモリ操作 ] → [PC
メモリフォーマット ] を選択

「PCメモリフォーマット」画面が表示されます。

② 対象メモリの中から「プログラムメモリ」を選択

③ ボタンをクリック

④ ボタンをクリック

⑤ ボタンをクリック

これで，CPU ユニットのフォーマットが完了しま
した。

ボタンをクリックして，「PCメモリ
フォーマット」画面を閉じてください。

4. パラメータとプログラムを書き込む
① メニュー [ オンライン ] → [PC 書込 ] を選択

「オンラインデータ操作」画面が表示されます。

② ボタンをクリック

③ ボタンをクリック

Point

手順⑤の後に以下の画面が表示される場
合は，USB ドライバが正しくインストール
されているか，または正しい接続ケーブル
（USB ケーブル）を使用しているかを確認
してください。
USBドライバのインストール方法について
は以下を参照してください。

GX Works2 Version 1 オペレーティング
マニュアル（共通編 )：SH-080730

フォーマットを行うと，CPU ユニットにす
でに書き込まれているプログラムやパラ
メータは消えてしまいます。必要なデータ
は PC 読出してプロジェクト保存するなど
してください。

②

③

②

③
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④ PC書込が終了したら「PC書込」画面の
ボタンをクリック

⑤「オンラインデータ操作」画面の ボタン
をクリック

⑥ CPUユニットのスイッチを 1秒以上「RESET」側に
倒し，「ERR.」LEDが点滅してから消灯するのを確認

⑦ CPUユニットのスイッチから手を離す
スイッチが自動で「STOP」の位置に戻ります。

⑧ メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトの上書
き保存 ] を選択

⑨ メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトを閉じ
る ] を選択

⑩ ボタンをクリック
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〈5〉インテリジェントデバイス局のプロジェクトを作成する
ヘッドユニットにインテリジェントデバイス局のパラメータを設定します。

1) パラメータを設定する
プロジェクトを作成し，インテリジェントデバイス局のパラメータを設定します。

操作手順

1. プロジェクトを作成する
① メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトの新規
作成 ] を選択

② LCPU を選択

③ LJ72GF15-T2 を選択

④ ボタンをクリック

⑤ [ プロジェクト ] をクリック

プロジェクトのツリーが表示されます。

2. インテリジェントデバイス局のパラ
メータを設定する
ヘッドユニットのモード，ネットワーク No.，局番を
設定します。

① プロジェクトのツリーから [パラメータ ]→ [PCパ
ラメータ ] をダブルクリック

「CC-Link IE フィールドネットワーク通信ヘッドパ
ラメータ設定」画面が表示されます。

②「通信ヘッド設定」を以下のように設定

③ ボタンをクリック

これで，インテリジェントデバイス局のパラメー
タの設定が完了しました。

②

④

③

③

②
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3. プロジェクトを保存する
① メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトの名前
を付けて保存 ] を選択

「プロジェクトの名前を付けて保存」画面が表示さ
れます。

② 保存する場所を選択

③ ファイル名，タイトルを入力

④ ボタンをクリック

⑤ ボタンをクリック

プロジェクトが保存されます。

②

④

③



42

2) ヘッドユニットにパラメータを書き込む
インテリジェントデバイス局のヘッドユニットに接続し，パラメータを書き込みます。ヘッドユニッ
トは STOP 状態にしておきます。

操作手順

1. パソコンとインテリジェントデバイ
ス局のヘッドユニットをUSB ケーブ
ルで接続する

2. GX Works2 とシーケンサの接続を設
定する

①「接続先」をクリック
② 接続先データ名をダブルクリック

「接続先設定」画面が表示されます。

③ ボタンをクリック

④ ボタンをクリック

⑤ ボタンをクリック

正常に接続した場合は接続完了の画面が表示され
ます。

⑥ ボタンをクリック

⑦「接続先設定」画面の ボタンをクリック

これで，接続設定が完了しました。

パソコン

USBケーブル

マスタ局 インテリジェントデバイス局

②

①
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3. ヘッドユニットをフォーマットする

① メニュー [ オンライン ] → [PC メモリ操作 ] → [PC
メモリフォーマット ] を選択

「PCメモリフォーマット」画面が表示されます。

② 接続先経路を確認し， ボタンをクリック

③ ボタンをクリック

④ ボタンをクリック

これで，ヘッドユニットのフォーマットが完了し
ました。

ボタンをクリックして，「PCメモリ
フォーマット」画面を閉じてください。

4. ヘッドユニットにパラメータを書き
込む

① メニュー [ オンライン ] → [PC 書込 ] を選択

「オンラインデータ操作」画面が表示されます。

② パラメータをチェック

③ ボタンをクリック

Point

手順⑤の後に以下の画面が表示される場
合は，USB ドライバが正しくインストー
ルされているか，または正しい接続ケー
ブル（USB ケーブル）を使用しているか
を確認してください。
USB ドライバのインストール方法につい
ては以下を参照してください。

GX Works2 Version 1 オペレーティン
グマニュアル（共通編 )：SH-080730

フォーマットを行うと，ヘッドユニット
にすでに書き込まれているパラメータは
消えてしまいます。必要なデータは PC 読
出してプロジェクト保存するなどしてく
ださい。

②

③
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④ PC書込が終了したら「PC書込」画面の
ボタンをクリック

⑤「オンラインデータ操作」画面の ボタン
をクリック

⑥ ヘッドユニットのスイッチを 1 秒以上「RESET/
TEST」側に倒し，「ERR.」LED が点滅してから消灯
するのを確認

⑦ ヘッドユニットのスイッチから手を離す
スイッチが自動で「STOP」の位置に戻ります。

⑧ メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトの上書
き保存 ] を選択

⑨ メニュー[ プロジェクト ] → [ プロジェクトを閉じ
る ] を選択

⑩ ボタンをクリック

スイッチ

数回の点滅後，
消灯します

スイッチ
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3) ネットワーク状態を確認する
マスタ局とインテリジェントデバイス局が正常にデータリンクしていることを，GX Works2 で確認し
ます。

操作手順

1. パソコンとマスタ局の CPUユニット
をUSB ケーブルで接続する

2. マスタ局のプロジェクトを開く
① メニュー［プロジェクト］→［プロジェクトを開
く］を選択
「プロジェクトを開く」画面が表示されます。

② マスタ局のプロジェクトのファイルを選択

③ ボタンをクリック

マスタ局のプロジェクトが開きます。

3. 「CC IE Field 診断」画面を表示する
①メニュー［診断］→［CC IE Field 診断］を選択

「CC IE Field 診断」画面が表示されます。
「ネットワーク状態」に ， ， ， が表示
されていなければ，正常にデータリンクできてい
ます。

② ネットワークの状態を確認後， ボタンを
クリック

パソコン

USBケーブル

マスタ局 インテリジェントデバイス局

②

③

Point

， ， ， が表示されている場合
は，異常が発生しています。詳細は，以
下を参照してください。

「便利な機能（CC-Link IE フィールド
ネットワーク診断）」（P.48）
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〈6〉動作を確認する
CPUユニットに書き込んだプログラムを実行し，マスタ局とインテリジェントデバイス局が交信して
いることを確認します。

1) データ交信の流れ
マスタ局とインテリジェントデバイス局で，以下のようにデータ交信します。
マスタ局の Y1000 が ONすると，インテリジェントデバイス局の出力ユニットの Y0に該当する 
LED が点灯します。
マスタ局の Y101F が ONすると，インテリジェントデバイス局の出力ユニットの Y1F に該当する
LED が点滅します。

2) CPU ユニットに書き込んだプログラムを実行する

操作手順
1. CPU ユニットのスイッチを「RUN」
側に倒す

CPU ユニットの「RUN」LED が点灯し，プログラ
ムが実行されます。

3) ヘッドユニットの運転を開始する

操作手順
1. ヘッドユニットのスイッチを
「RUN」側に倒す

ヘッドユニットの「RUN」LED が点灯し，マスタ
局の出力が，ヘッドユニットに装着した出力ユ
ニットに転送されます。

SM400

CPUユニット 出力ユニットマスタ局

マスタ局（局番0） インテリジェントデバイス局（局番1）

（Y1000

RY001F

RY0000）

SM412
（Y101F ）

ヘッドユニット

RY001F

RY0000

Y1F

Y01

2
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4) 動作を確認する
マスタ局とインテリジェントデバイス局の交信が始まると，インテリジェントデバイス局の出力ユ
ニットの LED が点灯／点滅します。

インテリジェントデバイス局

Y0点灯

Y1F点滅
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便利な機能（CC-Link IE フィールドネット
ワーク診断）

GX Works2 の CC-Link IE フィールドネットワーク診断で，ネットワーク全体の状態が一目で確認でき
ます。異常箇所，異常原因，イベント履歴の確認，他局の状態のモニタなどが行えます。

1) CC-Link IE フィールドネットワーク診断を起動する

操作手順
① メニュー［診断］→［CC IE Field 診断］を選択 「CC IE Field 診断」画面が表示されます。
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2) ネットワークの異常箇所を確認する
「CC IE Field 診断」画面の「ネットワーク状態」に， ， ， ， が表示されます。
以下の手順で異常の詳細を確認します。

操作手順
① 診断する局をクリック

「選択局通信状態モニタ」にクリックした局の状態
が表示されます。
状態により や など赤文字のボ
タンが表示されます。

② 赤文字のボタン（ここでは ボタン）をク
リック

「異常詳細」画面が表示されます。
表示内容に従って，トラブルシューティングして
ください。
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Point

●GX Works2 をマスタ局またはローカル局に接続すると，ネットワーク全体の状態が確認でき，接
続先を変更することなく子局のユニットのエラー内容が確認できます。
①異常が発生している子局をダブルクリック
　その局の「システムモニタ」画面が起動します。
②ユニットを選択
③ ボタンをクリック
　子局のユニットのエラー内容が確認できます。

② ③①
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MEMO
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